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海上保安庁と民間が合同で行う沿岸パトロール活動に、
特別海上安全指導員の稲川が参加しました。巡視艇に乗
り込み、双眼鏡で監視活動。釣りを楽しむ船舶に「航行
前点検、見張り徹底、救難手段の確保」の安全３か条の
お願いをして回りました。念願の現場活動に稲川も熱が
入ります。楽しい夏の思い出のために、ご安全に!

ミス日本みどりの大使
の上村が、フジロック
に登場。世界最高にエ
コなフェスとしても知
られています。上村は
アヴァロンステージに
ATENOTE代表古谷氏
とともに登場。外国産
がほとんどの楽器用木
材に、全国の国産木材
が挑んでいることを
PRし、国産木材の利
用を呼びかけました。
さらにNGOヴィレッ
ジステージでは国産木
材利用のトークショー
を行い、能登ヒバギ
ターでオリジナル曲
「森で愛ましょう」を
披露。ミュージシャン
として夢のような出演
となりました。

ミス日本「海の日」稲川夏希が、海の日を記念して汐留で
開催された海の総合イベントに登場しました。稲川は「海
の事故ゼロキャンペーン」や「ライフジャケット着用」
「海技免許の更新」など数多くのポスターキャラクターを
務めており、そのポスターも会場に多く掲示。ポスターの
お姉さんとしてステージにも登場し、来場した親子連れ、
お子さんらと一緒に写真撮影をしたりしました。島国日本
はアソビも経済も海の安全がないと成り立ちません。海や
河に出るときは、ライフジャケットを着用しましょう!

海浜清掃ボランティアのシー
バードジャパンによる子供向
けイベントに、ミス日本グラ
ンプリ吉岡や準ミス東海林、
22横山莉奈さん、そしてマリ
ンアンバサダーとしても活躍
している17杉浦琴乃さんらが
登場しました。
救命ロープ投げやAED講習、
蘇生術訓練などをアソビも交
えながら身につけていきます。
大人によるレスキュー実演や、
水上バイク体験などもあり、
一日中、子供たちと一緒に楽
しい学びの時間を演出しまし
た。



みどりの大使の上村が
⾧野県のギター工房
ディバイザーを訪問。
制作中のオリジナルギ
ターの調整を行いまし
た。４月に石川県の能
登ヒバアンバサダーに
就任して以来、貸与さ
れたギターで演奏して
きましたが、いよいよ

水の天使竹田が、１ヶ月の医療実
習期間に入ったため、グランプリ
吉岡が水関連イベントに助っ人登
場しました。
水が豊富な日本ですが、それを管
理する方々がいるからこそです。
吉岡は司会をしながら、水インフ
ラの管理をしている皆様のお話を
聞き、基礎的な社会システムを支
える方々への尊敬を新たにしまし
た。

みどりの大使の上村が、
林業団体の総会イベン
トに司会として登場し
ました。これまで日本
の林業を見てきて知っ
た、現場の方々への尊
敬の気持ちを込めて司
会進行。多くの方々か
ら実際の体験談を聞く
機会ともなりました。

みどりの大使の上村が、
埼玉県秩父市で行われ
たフォーラムに司会と
して登場。昨月に埼玉
の「森のようちえん」
を視察しており、その
園⾧先生らが子供教育
への極めて強い影響を
発表していきます。上
村は自らも園児の成⾧

今年6月に行われた全国植
樹祭では、上村が公式記録
映像の案内役として登場し
ておりました。
今回はできてきた映像にナ
レーションを吹き込んでい
きます。
歌を通じて声を鍛えてきた
こともあり、スムーズに収
録を終えることができまし
た。

みどりの大使の上村が
林野庁が主催したサザ
エさん4コマ漫画の吹き
出しコンテスト審査員
を務めました。
選考に残った作品たち
は、林業のリアルや面
白さを、4コマ漫画の小
さな吹き出しの中で表
現しています。

８月に、世界に一本だけの上村オリジナル国産木材ギター
が完成します。完成お披露目は８月26日石川県にて!

2022水の天使の横山莉奈が、
東京都の下水道を支える実働
集団「TGS」の総会懇親会に
出席しました。
コロナ明けて久しぶりの集会
イベントということで、横山
は下水道を支える皆様と直接
お話して回ります。自らの任
期では中止も多かった集会の
機会を、時間いっぱいまで参
加者とお話して楽しく過ごし
ました。

や自主性に度肝を抜かれていたこともあり、司会の立場か
ら発表を賛同・援護していきました。

上村は若者目線で受け入れられることを基準に評価に参加。
結果は林野庁WEBページにて発表されています。

下水道インフラは、他
の何にも代替ができな
いとても重要なインフ
ラです。業界団体が一
致して、維持と整備の
ために必要な措置を提
言し、陳情を行う団体
に水の天使竹田も同行
しました。

竹田は下水道が将来的にも欠かせぬものであり受け継いで
いくべき財産であることを、訪問先にて毅然と訴えました。



ミス日本ミス着物の寺
嶋が、出身の横須賀港
に停泊中のフェリー見
学会に案内役として登
場しました。
海の日を記念して、横
須賀近辺の方々が数多
く来場。船⾧とともに
お客様をお迎えし、涼
しく快適な船の中を案
内しておりました。

2023海の日の属安紀奈が、神戸
港で開催されたマリンカーニバル
に登場しました。ボートの試乗や
釣り、PWC水上バイクなどさまざ
まな海のアソビが紹介されていま
す。属は来場した子供たちをお迎
えし、釣りゲームやワークショッ
プ運営を行いました。会場が港と
いうこともあり、夏休みの子供た
ちで溢れかえり、属も忙しくも楽
しい時間となりました。

海の日稲川が、青い羽
根募金のPR活動を行い
ました。海難に備えた
備品の購入や訓練費に
使われる青い羽根募金。
島国日本に欠かせぬも
のの一つです。
募金にぜひともご協力
をお願い致します!

日本の海事発展に⾧
年チカラを尽くされ
てきた功労者の方々
の表彰・祝賀会が開
催され、「海の日」
稲川も祝福のために
駆けつけました。
国土交通大臣から表
彰を受けた、海運や
船舶港湾関係者、水
先案内人などが出席。

6月に撮影した水源
地紹介動画のナレー
ション収録に、水の
天使竹田が挑みまし
た。
水源地視察当時の感
動を思い出しながら、
水循環への感謝の気
持ちを吹き込んでい
きました。

カッターレース全国大
会の決勝戦に稲川が登
場。試合は最後の最後
までどちらが勝つか分
からぬデッドヒート!
勝敗それぞれの高校生
の青春を目の当たりに
した稲川は、金銀銅の
メダルを一人一人を祝
福しながらプレゼント
していきました。

埼玉県と前澤工業と日本
下水道事業団による下水
道革新的新技術のお披露
目式典の司会を水の天使
竹田が務めました。下水
道は公共インフラすべて
の中で、仕組み上、最も
電気を使っています。下
水道分野における省エネ
技術が社会に与えるイン
パクトは大きく、竹田も
学びが

海事が多くの協力の元に成り立つことを再認識しました。

河川財団が広める水教育
資格の講習を、水の天使
竹田が受講しました。
主に子供たちを対象に、
さまざまなゲームやアク
ティビティを通して水循
環の仕組みを学びます。
ここで得た資格を元に、
8月5日には発表も予定。
水の天使としての活動の
幅を広げていきます!



茨城県Gフェスティバル
には、「森は海の恋人」
の畠山重篤さまとともに
メインゲストとして上村
さや香が登場。みどりの
大使として全国で見聞き
した森林・林業の現場に
ついてレポート講演をし、
みどりの少年団と弾き語
り合唱コンサートを披露。

日本は地震が多い国です。そんな
土中に埋められた水道管に多く使
われているのがダクタイル鉄鋼管。
この日に行われたセミナー司会に、
高校生準ミス日本の東海林が抜擢
されました。東海林は事前に資料
を読み込み、自ら業界知識を獲得。
発表者一人ひとりに若者視点での
感想や質問を差し挟むなど、会を
和やかに進行。主催者から絶賛さ
れる進行ぶりでした。

全国の森林組合を支援する農林中央
金庫の森林再生基金。その事業発表
会が2日間にわたっておこなわれ、
みどりの大使上村が司会として登場
しました。林業は、担い手不足に悩
まされていますが、その課題解決の
ために高性能機会化やネットワーク
化によって、林業従事者の負担を減
らし、生産性向上が図られています。
上村は現場の取り組みに心からエー
ルを贈りながら聴講しました。

駐日モンゴル大使に着任されたB.バヤルサイハン特命全権大
使閣下と、同じモンゴル出身の横綱照ノ富士関、豊昇龍関ら
の激励会が開催。海の日稲川が花束を贈呈しました。

水道産業新聞社と大阪府池田市が、
秘密の広報の準備中です。
その撮影のために、水の天使の竹田
が池田市を取材訪問。雨水貯留管や
デザインマンホール、高度浄水施設
などを学んでいきます。
住民やこどもたちの安全で安心な生
活のために、下水道は本当にたくさ
んの機能を果たしています。ここで
見知った水循環の大事さを伝えたい。
その思いで竹田は取材を行いました。

子供たちがサプライズで披露したのは上村さや香応援タオ
ル。上村は感動しながら、子供たちと合唱を楽しみました。

異常な猛暑となった日本列島。
こんな時期にピッタリなのが、
「飲む日焼け止め」とも称され
ているアーモンドミルクです。
BtoB食品展示会にて、グラン
プリ吉岡が筑波乳業ブースに登
場。数多くの有名レストランで
採用されている「濃いアーモン
ドミルク」シリーズをPR。吉
岡も普段から愛飲していること
もあり、体験談を交えながら説
明にも熱が入りました。

林業が盛んな岐阜県にて、木材利用
を考えるパネルディスカッションに
上村が登場。登壇者は森林アカデ
ミーの涌井史郎学⾧や、建築家の隈
研吾氏、建築学会の和田章会⾧、清
水建設建設総本部の新間英一部⾧な
ど超一線の方々。これらの中で上村
は若者視点での意見を果敢に発言し、
議論の潤滑剤として活躍しました。
冒頭には弾き語り「森で愛ましょ
う」を披露し、理性だけでなく感性
で木材利用を考える会になりました。

林業が盛んな三重県
において、⾧年林産
業の発展にチカラを
尽くしてこられた田
中善彦氏に、春の叙
勲において旭日小綬
章が贈られました。
お祝いの席にみどり
の大使上村が登場。
司会進行のあと、林
業家への感謝をこめ

「森で愛ましょう」を歌い上げました。



7,14,21,28【WEB】FITNESS LOVE ミス日本便り活動掲載
12日 【WEB】現役ミス日本による応募体験談ライブ

インスタグラムにて/吉岡,上村,東海林,22横山
14日 【テレビ】日本テレビミヤネ屋 青い羽根募金/稲川

7月【冊子】日本下水道協会｢下水道協会誌｣寄稿/竹田
【冊子】林野庁｢情報誌林野｣寄稿/上村
【冊子】日本海事広報協会｢海プラス１通信｣寄稿/稲川
【冊子】全日本海員組合「海員」寄稿/稲川

7月より 海上保安庁 海の事故ゼロポスター
日本水難救済会 青い羽根募金よびかけポスター
海技資格協力センター 海技資格更新よびかけポスター
海技資格協力センター ライフジャケット着用ポスター

→→全国の海洋・港湾施設、および自治体や駅に掲示
水の週間実行委員会 8月1日水の日ポスター

→→関東主要駅や公共施設などに掲示
GOTO水源地!水源地に行ってみよう動画

youtubeにて公開

1－4日 下水道展‘23札幌 OP式典や国際会議司会など/竹田
5日 8月1日水の週間 水を考える集い /竹田

かながわトラスト やどりき水源林の集い/上村
7日 東京都下水道局 神田下水視察/竹田､20中村
10日 管清工業創立60周年記念出版祝賀会/竹田
11日 プロ野球 中日ドラゴンズ 始球式/竹田
21日 JAMSTEC海洋研究開発機構 視察/稲川
21－23日 群馬県みなかみ町 登山観光取材予定/竹田
23日 ジャパンインターナショナルシーフードショー/22属

スポーツニッポンフォーラム ゲスト/上村､東海林
24日 第56回ミス日本コンテスト東日本地区大会
25日 第56回ミス日本コンテスト西日本地区大会

ラジオ「Oh HAPPY MORNING」出演/上村
26日 いしかわの里山里海展

能登ヒバ製上村オリジナルギターお披露目演奏/上村
28日 全国緑化推進委員会連絡協議会 ゲスト/上村
29日 海洋立国推進功労者表彰式 出席/稲川
29－30日 和歌山県林業PR 広報素材撮影/上村

1日 日本木材青壮年団体連合会 北信越支部 司会 /上村
3日 能登ヒバギター 上村さや香モデル制作プロジェクト/上村

日本水道運営管理協会 講演会懇親会司会/吉岡
6日 文春オンライン 摂食障害取材/22河野
7日 TGS連絡協議会 総会懇親会司会 /横山
9日 こどもの森づくりフォーラム2023inSAITAMA 司会/上村
11日 全国植樹祭いわて2023 公式動画ナレ収録/上村
12日 林野庁 サザエさん一家の“もりのわ”

吹き出しコンテスト選考審査会 審査員/上村
13日 下水道事業提言活動 陳情活動同行/竹田
14日 海難救助の青い羽根募金PR 海上保安庁訪問/稲川
15日 第56回ミス日本コンテスト2023 応募締め切り
16,17日 マリンカーニバル神戸/22属
17日 海の日プロジェクトin汐留 /稲川

シーバードデイin千葉/吉岡,東海林,16杉浦,22横山
横須賀 東京九州フェリー船内見学会/寺嶋

19日 B-DASH事業採択施設 通水式典 /竹田
20日 海の日海事関連功労者祝賀会/稲川
22日 海上保安庁 海上安全指導員合同パトロールin東京/稲川

水の週間 水源地へ行こう動画 ナレーション収録/竹田
23日 全国水産･海洋高等学校カッターレース大会in福岡/稲川

河川財団 プロジェクトWET エデュケーター講習/竹田
24,25日 農林中央金庫 森林組合トップセミナー 司会/上村
25日 日本ダクタイル鉄管協会セミナー 司会/東海林
26日 茨城県グリーンフェスティバル 講演＆演奏/上村
26,27日 東日本秋季フードコンベンション2023ゲスト/吉岡
27日 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進フォーラム/上村
28日 水道産業新聞社 大阪府池田市取材/竹田

フジロック NGOヴィレッジ ステージ出演/上村
ラジオ「Oh HAPPY MORNING」出演/上村

30日 海上保安庁 海上安全指導員合同パトロールin横浜/稲川
新モンゴル大使と照ノ富士関･豊昇龍関 激励会出席/稲川

31日 三重県 田中善彦さまの旭日小綬章の受章を祝う会/上村

日本らしい美しさを磨き、社会をよりよい方向に導く
女性を輩出するのがミス日本コンテストです。今年も
面接審査がスタートしており、「将来◯◯したい」
「知識と経験がほしい」という志の高い女性が予選に
挑んでいます。地区大会は8月下旬。そこでファイナ
リストが決定します。


